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	森光平
元理科教諭




	年
	月
	学歴・職歴

	2002
	4
	大阪府立和泉高等学校入学

	2005
	3
	大阪府立和泉高等学校卒業

	2006
	4
	京都大学　農学部　応用生命科学科　入学

	2010
	3
	京都大学　農学部　応用生命科学科 卒業

	2010
	4
	京都大学大学院  農学研究科 応用生命科学専攻　修士過程　入学　

	2013
	3
	京都大学大学院  農学研究科 応用生命科学専攻　修士過程　修了　

	2013
	4
	京都大学大学院　農学研究科　応用生命科学専攻　博士課程　入学

	2016
	3
	京都大学大学院  農学研究科 応用生命科学専攻　博士課程　修了


        		 
　2016年04月	大阪府教育委員会　入会			
　2020年03 月	大阪府教育委員会　退会
■　得意業務
　教育活動（理科教育に関しては特に）、WORDやEXCELの作業、プログラミング作業
· 開発経歴
大阪府教育委員会豊中高等学校　（2016年04月～2020年03月現在）
	期間
	プロジェクト名および
業務内容
	開発環境
	役割／担当／規模

	2016年
4月
|
2020年
3月
（4年）
	理科教諭（生物・化学）	
【業務内容】
教育活動
高校教員時には、バレーボール部と軽音楽部と、生物研究部、吹奏楽部の4つの部活の顧問をしており、SSH
の研究顧問もしておりました。SSHの顧問としては、地学研究旅行にも同伴させていただきました。１年目にしては頑張っていた方だと思いますが、頑張りました。加えて、学校事務では総務の仕事を命じられており、高校の文化祭や体育祭において、時間ごとの活動変化や、教室移動などで活躍しました。
加えて、生物で雇われ、2つの授業活動ですね、1つ目のメインの生物の教える状態を作れていないのに、授業初心者の僕を生物の授業教科を自分で作らればならず。苦労してどうすればわかってもらえるか、を考えて、自分の部屋にホワイトボードを2個買って、自宅でもわかってもらえるように自分で動画を撮り、生徒にわかってもらえるように頑張りました。化学教育活動もどうようでした。僕はそれをしたことがないのに、丸投げされて、それを上手く作るのは、非常に難しかったです。化学の場合もホワイトボードのおかげで、それは比較的すぐに効果は出ました。その努力の実りとして、すごく分かりやすくなったと、自分の担当クラスとその担当学年から言ってもらえて嬉しかったです。加えて、授業活動ですね、2つも生物の教える状態を作れていないのに、授業初心者の僕を生物の授業教科を自分で作らればならず。苦労してどうすればわかってもらえるか、を考えて、自分の部屋にホワイトボードを2個買って、自宅でもわかってもらえるように自分で動画を撮り、生徒にわかってもらえるように頑張りました。化学教育活動も同様でした。僕はそれをしたことがないのに、丸投げされて、それを上手く作るのは、非常に難しかったです。化学の場合もホワイトボードのおかげで、それは比較的すぐに効果は出ました。その努力の実りとして、すごく分かりやすくなったと、自分の担当クラスとその担当学年か言ってもらえて非常に嬉しかったです。つまり僕はゼロからの仕事も考えて1からできることを身に付けられたと思っています。ご拝読ありがとうございました。
加えてですね、僕は障がい者です、下肢機能全廃障害１級、上肢軽機能障害６級です。2016年9月に火事に遭ってしまい、一酸化炭素中毒に陥ってしまって、それで今のこの状況になりました。が、今でもできることはまだまだあるので、よろしくお願いします。
	【OS】
Windows11
【言語】
Python
【フレームワーク】
不明
【DB】
不明
【その他ミドルウェア、サーバー等】
不明

	【役割】
【プロジェクト規模】
要員名
（全体名）



■　取得資格等
	2005年9月
	漢字検定２級取得

	2011年4月
	ITパスポート　取得

	2011年9月
	基本情報技術者　取得

	2016年3月
	中高理科教員専修免許



· 自己PR
＜緒言＞
· 志望動機について ◎
【僕のこれまでの経緯】
僕は2016年の秋に火事にて一酸化炭素中毒になってしまって、それ以降は車いすなので、外に出られることが少なくなってしまいアニメ等のひきこもり生活をしていましたが、最近、就活をするようになる前からは、が、ここ最近、非常に外に出ていきたいと思うようになり、車椅子で外に出られる練習をはじめました。車椅子も電動車いすにすればいいんですが、父親のストップが入り、今はまだ手動で動かしています。
【僕はこれからの世界は、IT業界が牛耳るセカイになるんじゃないかな】と思っています。
【自分がIT企業に向いているという点】 基本的には自分で考えて、わからないところは質問させていただける企業が多いような気がしています。→自分のいずれは自分の思い通りに構成ができるんじゃないかと思っています。もちろんそれは自分が頑張って上に上りつめた後の、話ですが、その上で最も自分が高い位置にいられれば、それは美味しいことになるのではないかと思えています。
プログラミング演習で自分の自信を持てなかった自分が、自信を持って生きられるように変われたこと。
「相手の気持ちを寄り添い生徒・同僚と信頼関係を築いて、効率的に仕事ができます。」
【これまで取り込んできたことについて】→ 自分のことを知る
また同じような（生徒に寄り添う）ことでは、高校３年時に冬の全国模試で偏差値38まで落ちてしまいました。勉強の才能がないと自暴自棄になりましたが、しかしそれを受け入れて対策を立ててみました。（＝
自分の知る）座るところから練習、自分の勉強のクセが見えた。（用語や原理の意味がわからないと学習が無理）クセを見直しながら、勉強を進めると成績アップ
＜勉強のできない人の気持ちがわかる。かつ簡単に諦めさせない。＞
【研究活動】一旦止まって考える。今までの研究活動を1から見直す。
前：失敗してもひたらすら手を動かして、結果を得ようとする。
結果が出たら、、一旦手を止め、考察。仮説を立て次の実験目的を明確にして行動、というふうにPDCAを地道に丁寧にこなす。
＜問題解決能力が身につく、冷静に物事に対応できるようになる＞

私の個人的な動機として。趣味のバンド活動があります。
私は高校生のときには、軽音楽部の部長でした。
しかし、上手く機能しておらずに一から立て直しが必要でした。
それは部員との衝突もありましたが、お互い言い合いをしなければ、
主体的に協力してもらえない。ワンマン運営で自分が疲れ切る
→自分の意見ばかり通していた為だと判明。1人よがりを反省し、他の部員の意見を聞いて、相手を尊重し、歩み寄る大切さ・重要さを知る。
＜チームワークの重要性、一人でできることの限界を知る＞
ドラム歴20年→「継続は力なり」ドラムを続けて20年で15年目くらいで怪我をしたので、それ以降はまだもやもやとしていますが、「知らない人とのセッション」まだつづけられる可能性があるので、頑張って耐えています。

[bookmark: _Hlk140859869]（就労支援Ｂ型作業所での過ごし方）
僕は障がい者になって、初めて就労支援型の作業所があることを知りました。
そこでは、僕と同じような障害を負った方が通う場所でした。
そこでは時給100円という破格の値段で人を雇っているところでした。
それでも僕には、価値があるもののように感じました。なぜなら、僕の障害を理解しようとしてくれる方がたくさんいているからです。なので、仕事内容は、内職ばかりですが、昼からはPCも触らせてもらえる（PCを用いた作業です（動画編集作業））自分の今できる限度を知らせてくれる。いい場所だと感謝しています。
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